


　
平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
の
賛
成
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
し
て
歳
入

５
．
９
％
増
、
歳
出
６
．
４
％
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
度

に
比
べ
て
微
増
決
算
で
、
増
額

の
内
容
は
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事

業
関
連
経
費
２
億
３
千
８
６
７

万
７
千
円
が
大
き
く
占
め
て
お

り
、
事
業
展
開
と
し
て
三
ツ
峠

フ
ッ
ト
サ
ル
場
造
成
、
桜
の
里

づ
く
り
が
執
行
さ
れ
、
０
Ａ
機

器
の
購
入
及
び
役
場
改
修
に
８

千
３
４
４
万
５
千
円
が
支
出
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、
起
債
、
各

種
基
金
の
積
立
を
図
り
、
主
要

施
策
の
成
果
及
び
予
算
執
行
状

況
報
告
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
健
全
財
政
が
堅
持
さ

れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
町
長
の
提
唱
さ
れ
る
活

活
西
桂
建
設
も
２
年
目
と
し
て
、

一
一
一
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
、
下
水

道
整
備
事
業
と
、
重
点
施
策
の

輸
郭
が
示
さ
れ
、
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
で
の
行
政
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
の
意
を
強
く
し

た
次
第
で
す
。
し
か
し
決
算
審

査
の
中
で
議
員
よ
り
、
町
税
滞

納
処
理
に
つ
い
て
の
指
摘
、
今

後
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実
を
と

の
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
町

執
行
部
の
一
層
の
ご
努
力
を
要

請
い
た
し
ま
す
。
資
料
館
建
設

計
画
に
つ
い
て
、
故
高
山
良
策

氏
の
遺
作
晶
の
逐
次
収
集
を
要

望
、
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の

改
修
要
望
も
あ
り
ま
す
。

　
町
長
並
び
に
町
執
行
部
に
は
、

企
業
的
経
営
感
覚
に
よ
る
行
財

政
運
営
に
更
に
英
知
を
結
集
さ

れ
る
事
を
要
望
い
た
し
ま
し
て

私
の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
９
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書
並
び
に
５

特
別
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た

り
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
書
類
等

符
合
し
て
問
違
い
な
く
、
適
正

に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
併
せ

て
財
務
監
査
を
行
い
、
全
体
に

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
外
部
監
査
制
度

　
地
方
自
治
法
改
正
で
１
０
月
か

ら
外
部
監
査
制
度
が
導
入
可
能

と
な
り
、
そ
の
背
景
は
地
方
分

権
の
推
進
上
、
自
治
体
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
一
般
会
計

　
実
質
収
支
比
率
で
す
が
、
決

算
で
不
用
額
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
県
の
指
導
に
よ
る
適
正
数

字
は
３
％
か
ら
５
％
に
な
っ
て

お
り
、
当
町
の
収
支
比
率
６
，

５
％
は
財
政
運
営
等
か
ら
計
画

が
甘
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
財
政
分
析
指
標
で
す
が
、
財

政
力
指
数
は
ー
．
ｏ
に
対
し
て

Ｏ
．
３
と
厳
し
い
数
字
は
、
地

域
環
境
に
よ
り
努
力
す
る
中
で

限
界
が
あ
る
わ
け
で
す
。
経
常

収
支
比
率
は
硬
直
度
、
弾
力
性

の
点
か
ら
町
村
の
場
合
ｍ
％
以

下
、
公
債
費
比
率
も
元
利
償
還

額
の
負
担
か
ら
ｍ
％
以
下
が
望

ま
し
い
が
、
当
町
の
場
合
こ
の

数
字
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
財
政
負
担
の
こ
と
で
、

地
方
債
及
び
積
立
金
の
点
で
、

フ
ッ
ト
サ
ル
場
等
は
地
方
債
で

処
理
し
た
の
で
地
方
債
の
残
高

は
増
で
す
が
、
中
学
校
建
設
基

金
５
千
万
円
、
公
共
施
設
整
備

基
金
２
千
万
円
、
土
地
開
発
基

金
４
千
万
円
の
積
立
と
、
将
来

に
対
す
る
財
政
健
全
経
営
は
高

く
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
性
質
別
歳
出
で
は
義
務
的
経

費
が
３
０
％
強
と
、
人
件
費
、
扶

助
費
等
は
仕
方
な
い
支
出
で
す
。

地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
を
検

討
す
る
く
ら
い
で
す
。

　
納
税
関
違
で
前
納
報
奨
金
、

記
念
晶
、
組
合
事
務
費
補
助
金

の
計
、
一
般
会
計
で
ユ
千
６
０
万

２
千
円
、
国
保
３
２
９
万
５
千

円
と
、
現
状
の
不
況
下
、
引
下

げ
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＠
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
町
税
と
同
じ
指
摘
で
す
。

　
一
一
一
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
等
の
周
辺

整
備
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

ゆ
行
政
改
革
の
推
進

　
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
即
行
革
の
推

進
に
も
つ
な
が
り
、
効
率
的
な

活
用
が
望
ま
れ
ま
す
。
住
民
票

の
交
付
が
８
月
よ
り
行
な
わ

れ
、
印
鑑
証
明
の
交
付
が
来
年

度
よ
り
稼
動
予
定
と
、
税
務
関

係
の
入
力
が
軽
白
動
車
か
ら
行

な
わ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

引
き
続
き
費
用
と
効
果
等
に
つ

い
て
十
分
検
討
さ
れ
て
一
層
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。
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７万４干５２０円

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

４万７干３７０円

５万１干８２２円

維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

７万８干２４３円

｛
』
１

（
ｔ
－

＝ように’

ました
、

停　具

富竈日

）

｛
団些

鱒

、

事務経費」般、臨時職
員賃金、業務委託料等

９年度

３万３干５８２円

ぺ

他市町村との広域業務
負担、各種団体等へ
補助等

１万４干６４１円１０万６干９６１円

毎年度、償還すべき

町債の元金、利子

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

大型備晶の購入
町道水路

建物の建設等

＊町の貯金 ・借金の総額には特別会計分も算入してあります
。

　　（土地を除く）

１４億３４５干円

２８万４干９６４円

｛一 魯
１９億１干１３６干３干円ク

享

Ｑ
Ｙ
サ

山
弓
　
、

．
し

一
　
　
１

圃
、

３８万８干９４円

＼’タ

｛

曇
審
記
案
件
二

局
意
一
－
件

同
意
４
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

案
例
］
４
件

議
案
３
１
　
西
棲
町
電
子
計
算
組
織

　
に
係
る
個
人
橋
報
の
保
護
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定

○
電
子
化
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護

　
の
た
め
、
町
職
員
の
責
務
を
明

　
記
す
る
条
例
で
あ
る
。

議
案
翌
　
西
桂
町
三
ツ
峠
グ
リ
ー

　
ン
セ
ン
タ
ｉ
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
三
ツ
締
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
完
成

　
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
。

諏
案
羽
　
西
桂
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
派
遣
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

○
国
の
事
業
運
営
要
綱
の
改
正
に

　
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
。

謝
案
引
　
西
桂
町
老
人
医
療
費
助

　
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
県
補
助
金
要
綱
の
一
部
改
正
に

　
よ
り
、
所
得
制
限
の
限
度
額
を

　
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
。

　
↑
※
１
０
ぺ
ー
ジ
ヘ
続
く
↑
■
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ｏ

平成１０年９月定例会

　
定
例
町
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
各
位
に
ご
理
解
と
ご
協
カ
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
近
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
と
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
は
、

恒
久
平
和
を
願
う
我
が
国
の
危
倶
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
内
の
経
済
状
況
は
、
出
口
の
見
え
な
い
不
況
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
経
済
の
み
な
ら
ず
国
際
経
済
の
た
め
に
も
、

日
本
の
景
気
回
復
が
最
も
重
要
だ
と
さ
れ
、
一
刻
も
早
い
景

気
回
復
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
よ
り
、
活
活
西

桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施
策
等

か
ら
一
部
の
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
下
水
道
の
整
備
〉

　
今
年
度
は
８
月
よ
り
下
水
道

管
の
布
設
工
事
に
着
手
し
、
現

在
は
、
第
４
処
理
分
区
の
国
道

の
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

国
道
の
交
通
事
情
及
び
付
近
の

状
況
を
考
慮
し
て
、
昼
間
の
時

間
帯
の
み
な
ら
ず
、
深
夜
工
事

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
道
・
都
留
市
方
面
上
り

車
線
、
及
び
田
村
薬
局
付
近
の

開
削
工
法
、
中
央
道
ボ
ッ
ク
ス

下
の
推
進
工
法
（
縦
穴
を
掘
り
、

そ
こ
か
ら
道
路
地
下
に
下
水
道

管
を
挿
入
す
る
工
法
）
等
の
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住民窓口のＯＡ化■＝取Ｏ組む

乗年盾開圓１＝向はて倒１１公園の整偏

〈
農
業
振
臭
〉

　
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
事

業
、
い
わ
ゆ
る
転
作
促
進
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
及
び
農

事
組
合
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
、

目
標
面
積
２
５
．
８
肋
に
対
し
て
、

２
７
．
３
Ｍ
の
面
積
が
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
８
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
都
留

で
は
、
農
産
物
の
直
売
所
及
び

加
工
施
設
の
完
成
を
み
ま
し
た
。

当
町
で
も
、
も
ろ
こ
し
、
リ
ン

ゴ
等
の
販
売
に
利
用
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

よ
り
多
く
の
農
家
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

〈
Ｏ
Ａ
化
の
推
造
ｖ

　
西
桂
町
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
導
入
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
８
月
３
日
か

ら
住
民
票
の
写
し
の
発
行
業
務

を
電
算
化
い
た
し
ま
し
た
。
続

い
て
印
鑑
証
明
の
カ
ー
ド
化
に

向
け
た
業
務
を
進
め
、
来
年
ユ

月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
事
業
を
行
政
シ
ス
テ

ム
化
計
画
に
従
っ
て
進
め
る
上

で
、
推
進
役
の
専
属
係
員
を
９

月
よ
り
配
置
変
更
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
行
政

事
務
が
よ
り
効
率
的
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
組
織
と
事
務
処
理

に
つ
い
て
の
点
検
見
直
し
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。一

一
ニ
ツ
峠
周
辺
整
備
－
萎

　
ま
ず
一
ニ
ッ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
場

の
活
用
で
あ
り
ま
す
が
、
県
内

外
の
青
少
年
の
健
全
育
成
の
場

と
し
て
は
も
と
よ
り
、
町
民
に

も
今
後
の
大
会
開
催
な
ど
を
通

じ
て
十
分
ご
利
用
を
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
桜
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、

本
年
ｕ
月
末
に
桜
、
低
木
類
等

の
植
樹
祭
を
行
う
予
定
で
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

仮
称
大
沢
桜
の
丘
公
園
と
し
て

用
地
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
現

在
、
土
地
交
渉
及
び
国
・
県
関

係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
憩
い
の
森
公
園
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
な
い
た
め
、
電
力
供
給
は

困
難
で
あ
り
、
他
の
電
力
供
給

■４－
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ゆ平成９年度の６会計決算額◎
　　会　　計　　名　　　歳入歳出決算差引　　繰越明許費繰越額　　　実質収支額
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　　（区　分〕　　　　　　　　　（歳出総鋤 ’’ 　　（カ ’ツ 三丙 ’￥鋒許工嶺５ ’’’’一’一’…… ’’’’’一’’’ ’’ ’’一’一’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’

○暮蟹蟹備　　　　　　　　　１億４干８２６万Ｏ『＝円（１０４手９３８万２干円）

　　県単小土地改良事業、町単道路整備事業、地方道路計圃整備事前調査、町公共下水遭整備事業、ゴミ収集事業、ゴミ処理関係補助事業

○産業振興　　　　　　　　　　　　　９５４万７干円（９６４万７干円）
　　特定農地貸付事業・産地形成化促進事業、商工業活牲化促進事業、織物業活牲化及び製晶開発補助事業

○原境整備　　　　　　　　　　　９干６５５万２午円（９干７３６万１千円）
　　防災体制整備事業、小屋の入防災対策事業、住民防災意識高揚箏業、自主防災組織整備事業、防犯灯・街路灯整備事業、交通
　　安全対策箏業、町総合行政システム化事業、町役場庁舎内装改修事業

○福祉充案　　　　　　　　３０２ｒ＝９２０万８干円（３口３干４３６万１千円）

　　三ツ峠周辺整備事葉、配水管整備事業、各種保健事業、ディサーピスセンター運営事業、在宅福祉事業、高齢者生きがい対策
　　事業、桂 コミュニティー整備箏叢

○人材育成　　　　　　　　　３干５２４乃７干円（３干５３２万２干円）
　　地区公民館建設整備事業、ボランテイア活動環境整備事業、桂川クリーンキャンペーン事業、社会貢献活動支援事業

○教筒文化の促遺　　　　　　６干２８８万２干円（６干５１０万１ｒ＝円）

　　芸術・文化交流、生涯学習事業・生涯スポーツの普及、児童館開放、カウンセリング事業・Ｓ　Ｓ　Ｃ事業、英喬吾助手の活用・乳
　　幼児と母親の交流事業、母と子の食生活共同体験、中学校建設整備事業

会　　計　　名 歳　入　総　額
脳１１園民健蘭呆険特別会計　２０７千８０７万６千８１０円

糧１２老人保倶法特別会計　２口５千４５７万８干０５５円

鯛１３グリーンゼンター桐昴脂…計 ２干８１２万７干８５３円

醐１４藺易水遭特別会計　　　６干３７９万７干４０３閂

聰１５下水遭特別会針　２０１干５８０万７干９４６円

歳　出　総
２億４干８３７万８干３７２円

２億５干４３６万６干２８１円

’２ｒ・７７５万８ｒＦ５８６円

　　６千１６６万４干３１５円

２億１千４４８万２千３８０円

歳入歳出決算差引
２千９６９万８子４３８円

２１万１干７７４閂

３６万８干０６７円

２１３万３干０８８円

１３２万５ｒ・５６６円

　
斜

名
嗣

の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
水
力
発

電
、
風
力
発
電
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
地
形
上

あ
る
い
は
膨
大
な
経
費
か
ら
、

現
状
で
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。
議
員
各
位
か

ら
も
移
転
や
む
な
し
、
早
急
に

移
転
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
行
政
機

関
と
協
議
の
上
、
移
転
の
た
め

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

＝
一
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
　
関
係
職
員
に
よ
る
検

討
会
を
設
け
、
町
民
が
利
用
で

き
る
施
設
、
及
び
合
宿
者
が
快

適
で
安
全
で
楽
し
く
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
、
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

〈
桂
川
公
園
遣
設
〉

　
県
事
業
に
よ
る
公
園
建
設
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

９
年
度
分
は
小
川
及
び
池
の
設順調に整備が進む桂川公園

置
、
水
車
の
設
置
、
多
目
的
広

場
等
が
整
備
さ
れ
、
町
民
に
親

し
ま
れ
る
公
園
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
１
０
年
度
の
整
備
と

し
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

芝
張
り
工
事
等
が
予
定
さ
れ
、

来
年
４
月
の
開
園
予
定
を
目
指

し
て
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

町
の
整
備
事
業
と
し
て
は
、
管

理
道
沿
い
に
街
路
灯
や
遊
具
の

設
置
等
を
行
い
、
公
園
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

本
町
地
区
、
小
学
校
か
ら
の
公

園
進
入
路
工
事
に
つ
い
て
は
、

秋
の
収
穫
後
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
将
来
、
倉
見
側
か
ら
桂

川
公
園
に
つ
り
橋
を
架
け
る
件

に
つ
い
て
は
、
倉
見
側
の
用
地

取
得
が
一
部
を
除
い
て
完
了
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
か

ら
徐
々
に
埋
め
立
て
て
い
き
、

地
盤
の
安
定
性
を
確
認
し
て
、

駐
車
場
及
び
つ
り
橋
建
設
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
活
き
活
き
と
し
た
町

づ
く
り
の
た
め
の
主
な
事
業
の

状
況
報
告
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■５１



●

て
塾
厄
済
み

会計決算ほか
全謹案を可決

般度年９成平

９月定例会運合審査会

間
　
町
民
税
、
圃
定
資
産
税
に

税
金
の
滞
納
が
多
い
。
滞
納
者

に
対
す
る
収
納
事
務
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

総
務
課
　
収
納
方
法
は
封
書
に

よ
る
年
４
回
の
督
促
状
の
送
付
、

納
税
者
の
都
合
に
合
わ
せ
た
分

納
に
よ
る
納
付
、
滞
納
者
宅
に

役
場
職
員
が
訪
問
し
て
納
税
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
町
税
の
口
座
振
込
を
実
施

し
、
納
税
し
や
す
い
環
境
を
作

る
事
が
急
務
で
は
な
い
か
。

総
務
課
　
口
座
振
込
の
実
施
に

つ
い
て
組
合
に
ご
理
解
を
お
願

い
し
た
。
平
成
１
２
年
度
の
町
税

よ
り
実
施
予
定
で
あ
る
。

間
　
役
場
庁
舎
に
夜
間
進
入
し

よ
う
と
し
た
者
が
い
た
が
幸
い

未
遂
に
終
わ
っ
た
。
当
町
の
夜

闇
警
備
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
役
場
庁
舎
の
よ
う
に
非

常
時
の
対
応
、
夜
間
出
入
り
の

あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
警
備

委
託
は
難
し
い
。
防
犯
ベ
ル
等

の
防
犯
設
備
を
検
討
し
た
い
。

間
　
最
近
、
国
民
隼
金
の
未
加

入
・
未
納
が
若
者
を
中
心
に
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
当
町
の
年

金
加
入
・
収
納
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
　
当
町
で
は
対
象

者
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
。
収
納
率
は
９
０
％
弱
と

な
っ
て
い
る
。

問
デ
イ
サ
ｉ
ピ
ス
を
ユ
週
間

に
２
回
以
上
受
け
ら
れ
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
　
平
成
ｍ
年
４
月

－
日
現
在
の
登
録
者
数
は
、
寝

た
き
り
、
虚
弱
、
痴
呆
、
身
体

に
障
害
を
持
つ
町
民
が
対
象
と

な
り
４
８
名
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
原
則
週
－
回
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
の
で
２
回
以
上
は

受
け
ら
れ
な
い
。

問
　
生
ゴ
ミ
の
肥
料
化
に
向
け

て
、
当
町
で
の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
　
生
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
向
け
て
、
Ｅ
Ｍ
菌
の
利
用
、

生
ゴ
ミ
処
理
ボ
ッ
ク
ス
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
商
工
費
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
運
営
負
担
金
の
算
出

方
法
は
。
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内

容
は
。

企
画
振
輿
課
　
事
務
所
を
當
士

吉
田
市
役
所
内
に
置
き
、
各
市

町
村
で
運
営
の
た
め
の
負
担
金

を
案
分
し
て
い
る
。
主
な
業
務

は
、
清
掃
、
草
刈
り
、
ま
た
高

齢
者
の
特
殊
技
能
を
活
か
し
た

庭
木
の
手
入
れ
、
ふ
す
ま
の
張

り
替
え
も
行
っ
て
い
る
。
当
町

在
住
者
の
登
録
数
は
現
在
２
１
名デイサービスセンターの利用者の皆さん

－６－



（主な協議内容）三ツ峠グリーンセンター整備計画について

　　（協議結呆）コテージ式の宿泊施設整備を計画する

１
、
オ
ー
ト
キ
ヤ
ン
ブ
り
竈
殴

　
　
酎
画
の
蜆
ｏ
し
に
つ
い
て

議
会
意
見
　
事
業
変
更
に
つ
い

て
は
了
解
さ
れ
た
。

企
画
振
輿
課
　
仮
称
柄
杓
流
川

公
園
下
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
三
ツ

峠
周
辺
整
備
事
業
見
直
し
に
伴

い
、
桜
の
丘
公
園
と
し
て
、
取

得
土
地
の
用
途
を
変
更
し
た
い
。

意
見
　
勇
気
あ
る
撤
退
だ
と
思

う
。
民
意
を
反
映
し
た
行
政
運

営
を
お
願
い
し
た
い
。

２
、
一
一
一
ツ
｝
ク
リ
ー
ツ
セ
シ
ク
ー

　
　
　
竈
ｏ
酎
画
に
つ
い
て

問
施
設
整
備
実
施
時
期
は
。

町
長
　
平
成
ｍ
年
１
２
月
定
例
町

議
会
に
調
査
費
を
計
上
し
た
い
。

議
会
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

来
年
度
予
算
に
て
事
業
化
を
は

か
り
た
、

　
現
在
の
宿
泊
棟
を
廃
棄
し
て

コ
テ
ー
ジ
式
の
宿
泊
施
設
を
建

設
し
た
、

意
見
　
調
査
研
究
を
重
ね
、
議

論
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
資
料

を
揃
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
後
事

務
調
査
に
て
、
検
討
し
た
い
。

　
コ
テ
ー
ジ
は
良
い
と
思
う
。

利
用
者
に
喜
ば
れ
、
再
利
用
さ

れ
る
施
設
作
り
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
、
憩
い
の
森
公
衆
ト
イ
レ
の

　
　
　
移
転
に
つ
い
て

議
会
意
見
　
一
刻
も
早
く
、
ト

イ
レ
の
移
転
を
お
願
い
す
る
。

問
　
移
転
す
る
場
所
は
。

町
長
　
一
案
と
し
て
、
フ
ッ
ト

サ
ル
場
の
上
の
と
こ
ろ
、
二
案

と
し
て
仮
称
柄
杓
流
川
公
園
付

近
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
県
と
の
協
議
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
、
蠣
嚢
橦
川
公
口
蟹
ｍ
の

　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

建
設
課
説
明
　
平
成
ｍ
年
度
県

に
よ
る
整
備
内
容
は
、
工
事
発

注
９
月
末
を
予
定
し
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、
中
低
木
植
栽
工
、

芝
張
り
工
、
ベ
ン
チ
等
の
整
備

を
行
う
。
町
単
独
事
業
と
し
て

街
路
灯
の
設
置
及
び
遊
具
の
設

置
を
執
行
し
て
い
き
た
い
。

　
来
年
４
月
－
日
開
園
予
定
に

合
わ
せ
て
事
業
を
進
め
る
。
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；
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；

；
罰
一

一
弐

一
Ｈ
ｕ

韮
一；一
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一
；

で
あ
る
。

問
　
故
嵩
山
良
策
氏
の
作
晶
を

中
心
と
し
た
資
料
館
建
設
計
画

の
現
在
の
状
況
は
。

企
画
振
輿
課
　
故
人
の
妻
、
高

山
利
子
さ
ん
に
は
絵
画
を
譲
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
了
承
し
て

も
ら
っ
て
い
る
白
し
か
し
故
人

の
絵
画
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て

い
る
業
者
が
、
絵
画
引
き
渡
し

に
条
件
を
付
け
て
い
る
た
め
交

渉
が
難
航
し
て
い
る
。

町
長
　
商
工
会
に
確
認
を
急
が

し
て
い
る
。

間
　
土
木
費
に
除
雪
費
用
が
支

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
。

建
設
課
　
平
成
９
年
度
の
除
雪

費
用
は
８
２
２
万
６
千
７
５
０

円
で
、
排
雪
費
用
は
６
０
７
万

９
千
５
０
０
円
、
合
計
－
千
４

３
０
万
６
千
２
５
０
円
の
費
用

が
か
か
っ
た
。

問
　
県
道
富
士
吉
田
茜
桂
線
の

改
修
に
つ
い
て
、
倉
見
区
か
ら

い
く
点
か
の
改
修
要
望
が
出
て

い
る
が
、
改
修
の
目
処
は
。

建
設
課
　
町
長
よ
り
県
関
係
機

関
へ
、
関
係
書
類
を
添
付
し
て

改
修
要
望
に
つ
い
て
お
願
い
し

て
あ
る
。
県
側
の
意
向
と
し
て

は
、
小
規
模
な
改
修
よ
り
も
、

県
道
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す

た
め
の
整
備
に
重
点
を
置
き
た

い
と
の
考
え
で
あ
る
。

間
　
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
樹
木

が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、
周
辺

の
民
有
地
に
枝
が
伸
び
て
い

る
。
こ
の
た
め
日
照
不
足
に
よ

り
、
一
部
農
作
物
が
生
育
不
良

に
お
ち
い
っ
て
い
る
。

整備が進む仮称柄杓流川公園
韮
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；
；
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ヨ
一Ｈ

一
一
…
｝

」
“
，

教
育
委
員
会
　
平
成
ｕ
年
度
に

樹
木
の
枝
打
ち
を
計
画
し
、
高

さ
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

意
見
　
稲
作
に
被
害
が
出
な
い

よ
う
春
季
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
近
隣
と
は
関
係

な
い
校
庭
内
の
樹
木
で
も
、
不

必
要
に
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
木

の
枝
打
ち
も
お
願
し
た
い
。

問
　
青
少
年
育
成
上
町
区
会
議

に
つ
づ
く
残
り
４
地
区
の
組
織

化
の
状
況
は
。

教
育
委
員
会
　
８
月
下
旬
よ
り

各
区
で
相
次
い
で
組
織
化
が
図

ら
れ
、
事
業
計
画
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、
月
複
数
回
の
地
区
会
議

役
員
及
び
小
中
高
校
生
の
保
護

者
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

■７■

吊
告
な
し
の

窩
パ
ト
回
ー
ル
の
臭
施
覆

意
見
　
他
市
町
村
在
住
の
高
校

生
ら
し
き
子
供
が
三
ツ
峠
駅
周

辺
に
集
ま
っ
て
喫
煙
・
飲
酒
を

し
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
る
。

定
期
パ
ト
ロ
ｉ
ル
の
他
に
抜
打

ち
パ
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
で
あ
る
。



患
い

憩いの森公衆トイレ佐側 １発電機、右側１ トイレ〕

問
　
庁
舎
耐
展
強
化
工
事
に
つ

い
て
は
、
な
ぜ
庁
舎
内
装
改
修

と
し
て
当
初
予
算
審
議
の
際
に

計
上
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
事

業
内
容
と
と
も
に
説
明
を
。

総
務
課
　
基
準
不
適
格
建
造
物

と
い
う
こ
と
で
、
庁
舎
の
支
柱

に
補
強
を
行
う
と
同
時
に
、
壁

に
筋
交
い
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
設
計
士
の
提
案
が

あ
り
、
柱
補
強
と
と
も
に
補
正

予
算
を
計
上
し
た
。

問
　
憩
い
の
森
ト
イ
レ
移
設
工

事
に
関
し
て
詳
細
な
説
明
を
。

企
画
振
輿
課
　
予
算
の
内
容
は
、

移
設
費
用
と
と
も
に
ト
イ
レ
周

辺
の
植
栽
等
を
追
加
し
た
。
都

留
土
木
事
務
所
及
び
県
の
本
課

と
の
協
議
の
中
で
、
仮
称
柄
杓

流
公
園
用
地
内
に
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
く
こ
と
で
事
務
を
進

め
て
い
る
。

問
　
ト
イ
レ
に
は
手
洗
い
等
の

水
道
工
事
も
必
要
と
思
う
が
。

建
設
課
　
ト
イ
レ
・
手
洗
い
用

と
し
て
湧
き
水
を
利
用
す
る
。

患
い
の
萩
ト
イ
レ
の

　
　
　
早
息
な
移
転
看

問
移
設
が
完
成
し
、
ト
イ
レ

が
使
用
可
能
と
な
る
時
期
を
お

知
ら
せ
願
い
た
い
。

企
画
振
輿
課
　
県
か
ら
の
正
式

な
回
答
を
待
っ
て
い
る
現
状
で

あ
る
。
年
度
内
執
行
を
目
標
に

一
生
懸
命
努
力
し
て
い
く
。

意
見
　
一
日
も
早
く
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
を
お
願
い
す
る
。

へ
９
月
定
例
会
運
合
審
査
会

間
　
桜
の
丘
公
園
用
地
取
得
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
凸

企
画
振
輿
課
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
建
設
か
ら
事
業
変
更
し
、

桜
の
丘
公
園
用
地
と
し
て
取
得

費
用
を
予
算
計
上
し
た
。

問
　
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
河

川
区
域
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

購
入
単
価
が
高
い
の
で
は
。

企
画
振
輿
課
　
当
該
土
地
に
つ

い
て
は
、
河
川
区
域
内
で
は
な

く
、
民
有
地
と
し
て
現
存
し
て

い
る
土
地
で
、
取
得
単
価
は
高

い
と
は
判
断
し
て
い
な
い
。

問
　
桂
川
公
園
の
遊
具
工
事
に

関
し
て
詳
細
な
説
明
を
。

建
設
課
　
遊
具
の
種
類
に
つ
い

て
は
住
民
の
ア
イ
デ
ア
を
考
慮

し
木
製
遊
具
を
設
置
す
る
。
具

ｕ
日
議
会
運
営
委
員
会

　
◇
運
営
方
法
決
定

　
◇
陳
情
処
理
確
認

１
８
日
全
員
協
謝
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
ム
１
議
開
会

　
◇
会
議
録
署
名
議
員
指
名

　
◇
会
期
の
決
定

　
◇
町
長
所
信
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
一
承
認
８
－
”
、

　
　
　
議
案
３
１
－
３
８
一

　
　
　
一
括
説
明

　
　
決
算
監
査
報
出
口

　
　
　
一
括
質
疑

　
　
各
常
任
委
員
会
付
託

　
　
本
ム
衙
謝
休
憩

　
　
連
△
口
審
査
△
酉

　
　
◇
付
託
議
案
審
査

　
　
本
会
訟
再
開

　
　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
止
口

　
　
　
＾
承
認
８
，
９
、
議
案
３
５
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
◇
休
会
議
決

　
　
本
ム
冒
識
散
会

　
　
連
合
審
査
会

　
　
◇
付
託
議
案
審
査

別
日
全
員
協
議
会

　
　
◇
議
会
運
営
確
認

　
　
本
会
謝
再
開

　
　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
一
議
案
３
１
－
弘
、
３
６
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

■８－



舳一

地取得
…
．
．
」
．

仮
一

１０年竈主な

繕正予コ

会　　　計　　　名 補　　正　　額 補正後の予算総額

講案３５一般会計３号補正予算　　１億７千０８３万６千円　１９億４千５８９万Ｏ千円

○役場庁舎耐贋強化工事　　　　　８２０方０千円
　　　地震に備え、役場庁舎地階の壁、１階の柱・商側の窓、２階の南側の窓の補強を行礼

○新水源地用地取得　　　　　３千８６３万５千閂
　　　水遵水安定供給の事業実施のため、土地開発基金より用地を買い戻す 。

○三ツ峠周辺整備蓼秦遺加　　７千２５３万２千円
　　　憩いの森公衆用トイレ移設費、仮称犬沢桜の丘公園用地取得 ・造成工事費、グリーンセンター施設測量委託費 、

　　　フットサル大会経費追加、桜の里づくり滅額

○町単 ・桂川公團整備事業　　２千１５０万Ｏ千円
　　　遊具、街路灯等の設置を・公園内に行う 。

議案３６　グリーンセンター会計１号補正予算　　　　　　　１５４万５千円　　　　３千１２０万１千円

○歳入 ・使用料追カ皿　　　　　　１０２万Ｏ『二円

　　　フットサル場完成に伴い利用客の増加を見込払宿泊料６０万円遣加、フットサル場使用料４２万円を追加計上す私

○歳入 ・食堂収入追加　　　　　． ５２方５千円

　　　フットサル場完成に伴い、食堂利用客の増加を見込む 竈

○グリーンセンタ　事業費遺加　　１５４万５千円
　　　フソトサル場維持管理経費として６８万円、賄い材料費に２６万３千円、広告宣伝費に６０万２千円を追加計上す乱

議案３７　簡易水道会計１号補正予算

○水道改良費追加　　　　　　　　６４９万２千円
　　　新高区配水池の造成二〔事、人事異動による人件費の滅額 。

６４９万２千円 ７千Ｏ０６万１千円

議案３８下水遣会計１号補正予算　　　２千３５０万Ｏ干円
○新設工事讐追加　　　　　　２千３５０万Ｏ千円
　　　町内下水遣整備箏業にかかる

、．
公共下水道管渠布設工事費の適カ肌

３憶Ｏ干４５２万１干円

体
化
し
た
段
階
で
議
会
に
お
諮

り
す
る
。

意
見
　
子
供
が
遊
ぶ
施
設
で
あ

る
の
で
、
安
全
性
を
第
一
に
考

え
、
風
光
明
媚
な
公
園
だ
け
に
、

景
観
を
考
え
て
の
設
置
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
　
倉
見
地
区
か
ら
公
園
へ
の

つ
り
橋
事
業
に
関
し
て
の
説
明

を
お
願
い
す
る
。

建
設
課
　
議
決
後
、
用
地
の
埋

め
立
て
を
順
次
行
っ
て
行
く
予

定
で
あ
り
、
３
０
台
の
駐
車
場
確

保
を
図
る
。
橋
の
建
設
計
画
は
、

用
地
の
地
盤
が
安
定
次
第
、
建

設
を
図
っ
て
行
く
。

　
橋
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に

人
が
通
れ
る
だ
け
の
橋
と
し
、

路
盤
が
傾
斜
し
て
い
る
た
め
、

路
盤
の
傾
斜
を
考
え
た
駐
車
場

を
造
成
す
る
計
画
で
あ
る
。

町
長
　
路
盤
の
安
定
を
確
認
し

た
後
、
２
－
３
年
後
に
橋
の
建

設
に
か
か
る
計
画
で
あ
る
。

間
　
厄
神
社
前
の
残
土
を
入
れ

て
も
ら
え
ば
、
盛
土
も
速
や
か

に
進
行
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
早
急
な
事
業
施
工
を
お
願

い
し
た
、

建
設
課
　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事

業
の
残
土
を
倉
見
側
の
用
地
に

盛
土
し
て
い
き
た
い
。

間
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ
測
量

設
計
の
概
要
は
。

町
長
　
宿
泊
棟
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
に
か
け
て
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
ー
Ｏ
棟
、
風
呂
場
の
新
設
費
に

か
か
る
調
査
委
託
で
あ
る
。

□

■

三ツ峠グリーンセンター 宿泊棟

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
貝

　
長
報
告
＾
議
案
３
７
，
３
８
〕

　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
休
会
議
決

本
会
訟
散
会

違
合
審
査
会

◇
付
託
議
案
審
査

２
９
日
全
員
協
議
会

　
◇
議
会
運
営
確
認

　
本
会
議
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
（
承
認
ｍ
－
Ｂ
〕

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
承
認
ｕ
，
１
５
）

　
　
一
括
質
疑
・
討
論
一
採
決

　
◇
町
長
議
案
上
程
＾
議
案
３
９
〕

　
　
説
明
・
質
疑

　
　
総
務
委
員
会
付
託

　
本
会
諏
休
憩

　
連
合
審
査
会

　
◇
付
託
議
案
審
査

　
本
会
講
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
譲
案
３
９
一

　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
町
長
議
案
上
程
（
同
意
４
一

　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

◇
閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

　
査
議
決
（
総
務
委
員
会
、

　
建
設
文
教
委
員
会
、
議
会

　
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報

編
集
委
員
会
一

本
会
議
閉
会

－９－



証問毒

チ
．
　
　
一
．
｛

問
　
「
ア
ミ
ー
ゴ
ス
」
と
は
友

達
と
言
う
意
味
だ
そ
う
で
す
ね
。

ど
の
よ
う
な
友
達
が
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
い
る
の
で
す
か
。
ま

た
活
動
日
、
練
習
会
場
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

監
督
　
西
桂
小
学
校
ユ
年
生
か

ら
６
年
生
、
東
桂
の
小
学
生
を

含
め
て
６
５
名
、
西
桂
中
学
生
１
０

名
、
高
校
生
以
上
約
１
５
名
が
ク

ラ
ブ
員
で
、
指
導
者
は
私
と
前

　
　
　
　
た
て
冊

田
さ
ん
、
楯
野
さ
ん
の
３
名
、

あ
と
上
級
生
に
下
級
生
の
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
－
年
生
か
ら
４
年
生
が
、

火
曜
日
、
土
曜
日
、
５
年
生
が

木
曜
日
、
土
曜
日
、
６
年
生
が

水
曜
日
、
土
曜
日
、
中
学
生
以

上
が
土
曜
日
に
練
習
し
て
い
ま

す
。
練
習
会
場
と
し
て
町
民
グ

ラ
ン
ド
、
中
学
校
体
育
館
、
一
一
一

ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
場
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

間
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
。

監
督
　
サ
ッ
カ
ー
の
基
礎
づ
く

り
を
中
心
に
、
５
，
６
年
生
に

な
る
と
対
外
試
合
で
個
人
の
技

術
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
下
級
生
で
は
楽
し
み

竈
〇
一

」トバルスキーのサ ッカー 教室に

　参加するアミーゴスの子供たち

な
が
ら
体
を
動
か
し
、
大
き
く

な
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
、

萱
沼
君
　
勝
ち
負
け
よ
り
も
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
た
く
さ
ん

の
人
と
交
流
を
深
め
た
い
。

監
督
　
選
手
一
人
一
人
の
力
が

発
揮
で
き
て
、
か
つ
チ
ー
ム
が

良
い
成
績
を
お
さ
め
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
ｕ
月
よ
り
始
ま

る
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
の
予
選
に
向
け
て
、
み
ん
な

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

問
　
町
行
政
と
町
民
に
望
む
こ

と
は
。
ま
た
こ
の
フ
ッ
ト
サ
ル

場
を
利
用
し
た
感
想
は
。

監
督
　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者
と

し
て
、
こ
の
施
設
を
造
っ
て
い

た
だ
い
て
、
こ
れ
以
上
望
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
の

施
設
が
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
人
以

外
の
一
般
の
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
要
講
が
あ
れ
ば
、

一
緒
に
ボ
ｉ
ル
を
蹴
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

亜
沼
君
　
土
よ
り
足
の
感
触
が

良
く
動
き
や
す
い
。
施
設
を
造

っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

間
　
議
会
広
報
は
読
み
ま
す
か
。

監
督
　
必
ず
読
み
ま
す
よ
。

萱
沼
君
　
町
広
報
の
方
は
た
ま

に
見
ま
す
。

一
一
手
代
純
離
塾

　
↑
※
３
ぺ
ー
ジ
の
続
き
中

Ｈ
謝
決
案
件
］
１
件

護
案
羽
　
土
地
の
取
得

○
下
暮
地
仮
称
柄
杓
流
川
公
園
下

　
の
土
地
取
得
。
三
ツ
峠
周
辺
整

　
備
事
業
見
直
し
に
伴
い
、
オ
ー

　
ト
キ
ャ
ン
プ
場
よ
り
桜
の
丘
公

　
園
と
し
て
の
利
用
に
変
更
。

覇
告
］
２
件

承
黎
８
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
平
成
ｍ
年
度
西
桂
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
２
号
議
定

○
歳
入
歳
出
－
万
６
千
円
追
加
、

　
歳
入
歳
出
総
額
〃
億
７
千
５
０

　
５
万
４
千
円
と
す
る
補
正
。

　
平
成
ｍ
年
７
月
実
施
の
参
議
院

　
選
挙
経
費
の
追
加
で
、
施
行
期

　
日
上
、
専
決
処
分
と
な
っ
た
。

承
認
９
　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
条
例
の
一
部
改
正
一

〇
参
議
院
選
挙
の
投
票
時
間
延
長

　
に
伴
い
、
投
票
管
理
者
等
報
酬

　
を
国
の
基
準
に
て
改
正
、
施
行

　
期
日
上
、
専
決
処
分
と
な
っ
た
。

［
補
正
予
算
］
４
件

○
平
成
１
０
年
度
補
正
予
算
、
別
記

寮
算
］
６
件

○
平
成
９
年
度
決
算
、
別
記

請
願
・
陳
情
は

　
審
査
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
情
ｇ
　
　
「
国
民
の
休
日
に
関
す
る

　
法
律
」
の
改
正
の
実
現
に
関
す
る

　
陳
情

一１０一



擁ヲｏ砂多厨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

む
０
８
～
ぐ
○
§
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

て
ん
の
一
つ
さ
い

天
壬
祭
と
倉
見
子
供
み
こ
し

　
毎
年
７
月
１
５
日
に
は
、

た
ち
を
中
心
に
、
天
王
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
天
王
祭
と
は
、

“
」
　
ず
て
ん
切
｛

午
頭
天
王
（
イ
ン
ド
と
中
国
と

日
本
の
神
様
の
集
合
神
）
を
祭

神
と
す
る
夏
祭
り
で
す
。

　
昔
か
ら
祭
り
で
は
、
手
供
達

に
よ
る
み
こ
し
担
ぎ
が
県
内
外

多
く
見
ら
れ
、
当
町
で
は
倉
見

は
’　説明

子
供

倉見自山神社

宮司 巌鍛 氏

各戸をまわる倉見子供みこし

区
に
お
い
て
、
育
成
会
が
世
話

役
と
な
り
、
夕
方
３
時
頃
か
ら

中
学
生
が
担
ぎ
手
と
な
り
、
地

区
の
各
戸
を
み
こ
し
が
ま
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
苦
上
、
コ
且
吉
Ｌ
ん

　
午
頭
天
王
は
、
行
疫
神
（
病

気
を
は
や
ら
せ
る
神
）
と
し
て

吉
つ祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
行
疫
神
の

　
　
　
　
’
」
｝
』
｛
Ｌ
ん
，
」
｛

信
仰
は
、
御
霊
信
仰
と
つ
な
が

り
ま
す
。
御
霊
信
仰
と
は
、
社

会
的
に
広
範
囲
の
人
々
を
脅
か

す
よ
う
な
災
疫
の
発
生
を
御
霊

の
し
わ
ざ
と
み
な
し
て
恐
れ
、

　
　
　
Ｌ
ず

こ
れ
を
鎮
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

平
穏
を
回
復
し
、
繁
栄
へ
導
こ

う
と
す
る
信
仰
を
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
」
ｏ
上
う
主

御
霊
を
鎮
め
る
た
め
の
御
霊
会

は
主
に
疫
病
が
流
行
す
る
季
節

に
不
定
期
か
つ
臨
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
御
霊
信
仰
は
平
安

時
代
の
初
期
に
成
立
し
、
「
三

　
　
　
　
　
　
　
［
ｊ
・
「
が
ん

代
実
録
」
に
載
る
貞
観
５
年

　
　
　
　
　
　
Ｌ
ん
せ
九
・
且
ん

＾
８
６
３
年
）
の
神
泉
苑
御
霊
会

の
記
事
が
文
献
上
の
初
見
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
御
霊
会

を
行
う
こ
と
は
各
地
で
以
前
よ

り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
年
に
疫
病
が
猛
威
を
ふ
る

　
　
　
す
ヒ
・
「
て
ん
軸
・
「

っ
て
、
崇
道
天
皇
以
下
６
人
の

失
脚
者
の
御
霊
の
し
わ
ざ
と
さ

れ
、
初
め
て
公
の
御
霊
会
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
御
霊
会
に
お
け
る
鎮
め

　
　
　
右
ぐ
吉

は
御
霊
を
慰
め
、
荒
ぶ
る
御
霊

を
「
空
」
に
帰
す
る
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
来
、
御
霊
と
は

猛
威
を
ふ
る
い
始
め
る
段
階
に

お
い
て
、
安
ら
か
に
宿
り
帰
す

る
場
所
が
な
い
た
め
、
さ
ま
よ

っ
て
い
る
霊
鬼
的
存
在
で
す
。

御
霊
会
の
鎮
め
の
原
則
は
こ
の

世
に
浮
遊
し
て
い
る
御
霊
を
外

員と子供たち倉見区の

界
へ
と
送
り
出
す
も
の
で
し
た
。

　
一
方
で
、
御
霊
の
中
に
は
、

神
社
の
祭
神
と
し
て
恒
常
的
な

昔
い
－
一

祭
祀
の
対
象
と
な
る
も
の
が
現

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
圭
ん
て
ん

の
代
表
が
午
頭
天
王
、
天
満
天

じ
ん神

、
崇
道
天
皇
な
ど
で
す
。
特

に
、
午
頭
天
王
と
天
満
天
神
は
、

　
　
　
　
彗
由
ん

そ
れ
ぞ
れ
祇
園
信
仰
、
天
神
信

仰
と
い
う
独
自
の
展
開
を
た
ど

る
こ
と
と
な
り
、
同
時
に
、
御

霊
信
仰
の
形
態
の
変
遷
と
い
う
、

歴
史
的
な
橋
渡
し
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
祇
園
信
仰
の
祇
園
御
霊
会
で

あ
る
祇
園
祭
は
、
貞
観
ｕ
年

（
８
６
９
年
〕
に
疫
病
が
流
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
二

し
た
際
に
、
神
泉
苑
に
鉾
６
６
本

を
建
て
て
御
霊
会
を
行
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
て
九
巧
く

を
起
源
と
し
、
天
録
元
年
＾
９

７
０
年
）
よ
り
恒
例
と
な
り
ま

し
た
。
室
町
か
ら
江
戸
に
か
け

て
、
庶
民
の
祭
り
と
し
て
華
麗

さ
を
増
し
、
夏
祭
り
の
典
型
と

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
世
に
は
地
方
に
波
及

し
て
、
各
地
の
祭
り
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
午
頭

天
王
を
祀
る
天
王
祭
、
疫
病
を

　
　
　
モ
＾
几
Ｌ
上
・
「
ら
い

逃
れ
た
蘇
民
将
来
の
伝
説
に
因

る
蘇
民
祭
と
い
う
名
称
に
な
っ

て
多
く
の
土
地
で
鎮
守
神
の
祭

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
頭
天
王
を
鎮
め
る
た
め
に

は
、
古
来
よ
り
芸
能
な
ど
を
披

露
し
、
多
く
の
人
が
興
じ
る
場

を
現
出
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
天
王
祭
を
盛

大
に
行
っ
て
、
疫
病
を
含
む
災

が
増
大
し
な
い
よ
う
願
い
、
地

域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま

し
よ
一
つ
。
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